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明けましておめでとうございます。い

よいよ東京オリンピック開催の2020年が

始まりました。今年が皆さんにとりまし

て素晴らしい年になることを心よりお祈

りしております。

昨年は当院にとりましては大きな変化

の年となりました。若い医師の加入によ

り外科治療は劇的に変わりました。多く

の腹部手術に腹腔鏡の導入により術後の

経過、入院期間の短縮は目を見張るもの

があります。例えば急性虫垂炎(盲腸炎)

は最近手術をしない傾向にありましたが

保存的な治療でも1週間ぐらいの入院が必

要でした。腹腔鏡の手術では術後3日程度

で退院する患者さんも多く外科手術の大

きな力を感じることが出来ました。4月か

らは更に新たな若手外科医が入職する予

定となっております。急性期に強い病院

として安中地域の外科診療に力を発揮で

きると思いますのでご期待ください。

整形外科も柳沢治医師により大腿骨頚

部骨折をはじめ多くの手術を行っており

ます。当院の強みは整形外科手術の後は

当院2階の回復期リハビリテーション病棟

へ移動し専門的なリハビリテーションを

受けられることです。術後早期のリハビ

リテーションはその後の回復に大きな力

を発揮します。術後翌日には車いすに移

り数日後には立ち上がるリハビリも珍し

くありません。また群馬大学整形外科と

しっかり連携を組むことにより専門的な

治療が必要な場合は群馬大学またはその

関連施設で治療を行いその後のリハビリ

は当院で行う患者さんも少なくありませ

ん。

医療技術の進歩は日進月歩です。その

患者さんに合わせた治療を選択すること

も当院の大事な使命と思っております。

当院には外科、整形外科の他にも循環器

専門医、呼吸器アレルギー専門医、脳外

科専門医、放射線科専門医,眼科専門医な

ど多くの専門医が勤務しております。患

者さんの病状に合わせ多くの専門医によ

りディスカッションし治療を進めていき

たいと考えております。患者さんも気軽

に自分の病状について相談していただけ

ればと思います。

2020年、2回目のオリンピックイヤー。今

回は成熟した日本を世界中に発信する年

と思います。

医療法人 済恵会

理事長 須藤 英仁
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このたび、令和元年秋の叙勲者が発表され、当院の名誉院長である石田常博医師が

永年の医療の発展に尽力されたことが評価され瑞寶中綬章（ずいほうちゅうじゅしょう）

を受賞いたしました。

瑞寶中綬章受賞

2019年（令和元年）11月3日の新聞に秋の叙勲者名

が公表され、私こと、はからずも「瑞寶中綬賞」

を拝受いたしました。12月13日に厚生労働省にて

伝達式、加藤勝信厚生労働大臣より勲記と勲章を

拝受いたしました。その後勲章を着けて皇居内豊

明殿にて、天皇陛下に拝謁を賜り、身に余る光栄

と感激いたしております。

乳腺・甲状腺・内分泌外科医として群馬大学第二外科で27年間、国立高崎病院

で14年間、定年退職後現在の須藤病院で13年目となり、診療を継続してきまし

た。殊に高崎病院の充実強化、県下の医療向上発展、地域医療連携に尽力して

きました。今回の受賞も皆様方の温かいご指導ご支援の賜と心から感謝申し上

げます。また、乳腺・甲状腺外来に受診して下さる患者さんにはありがとうと

感謝の念でおります。今後も一層の精進を致し、診療を行う所存でおりますの

で何卒よろしくお願い申し上げます。

須藤病院名誉院長 石田常博

秋の叙勲「瑞寶中綬章」受賞
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面会時間はエレベーター前で職員が
検温と面会者シールの貼付をしております

去年の11月よりインフルエンザウイルスがじわじわと流行しています。安中市は、イ
ンフルエンザの発症数が群馬県内でも1位、2位と高順位となっています。当院は去年、
入院された患者さんが、入院翌日に発熱しインフルエンザ感染症でした。それを契機
に1月23日から2月12日の20日間、患者10名・職員10名がインフルエンザを発症し病棟
閉鎖を経験しています。ウイルスはどこから入ってくるかわかりません。今年は同じ
繰り返しを起こさないために、下記の通り面会制限の強化を実施しています。

入院患者さん・ご家族様へ 面会についてのお願い

現在、インフルエンザ感染症流行に伴い面会制限を行っています。
面会時間 14:00 ～ 16:00 （2時間）
家族代表者 1名

1階エレベーター前で、体温測定・マスクの着用・手指消毒をしていただ
き、面会者シールの貼付後面会となります。
また、荷物等の受け渡しも面会時間内でお願いします。面会時間外の対
応は原則できませんのでご了承ください。
大変ご迷惑をお掛けします。しかし、入院患者さんがインフルエンザに
感染すると重症化し生命に関わる危険性があります。患者さんが安心し
て治療ができるよう最善を尽くしたいと考えておりますので、ご協力を
お願いいたします。

須藤病院 感染対策委員会

また、外来リハビリ患者さんにもご迷惑をお掛けしています。
インフルエンザの流行が治まるまで、ご協力よろしくお願いします。

院内各所に面会謝絶の
ポスターが掲示されて
おります

面会制限のお願い



老健めぐみ地域貢献活動報告
～めぐみカフェについて～

新年あけましておめでとうございます。今年も宜しくお願い致します。

昨年、介護老人保健施設めぐみは、地域貢献活動として3回「めぐみカフェ」を

開催しました。回を重ねる毎にご参加頂く地域の方が増えていくので、大変ありがたい

と思っております。めぐみの施設の中に入って頂き、職員と話をして頂くことでめぐみ

を知って頂き、地域の方と顔の見える関係づくりを行いながら、地域の皆様へ少しでも

貢献できることを毎回考えて、計画をしております。次回は4月頃を予定しております。

①

③
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②

④ ⑤

⑥ ⑦

演者の話を真剣に聞く地域の皆様 感染症対策について解説する看護師

めぐみの理学療法士による健康体操のレクチャー

事項紹介タイムで地域の皆様の親睦を図り、職員による手作りおやつタイムを楽しんでもらいました




